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会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。
庭
の
鉢
は
立
葉
が
あ
が
っ
て
来
て
、
早

い
も
の
は
蕾
が
水
面
に
顔
を
出
し
た
鉢
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
蓮
通
信
39
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

第
四
十
回
例
会
の
お
知
ら
せ

　

６
月
中
旬
に
は
、
各
地
か
ら
開
花
の
知
ら
せ
が
届
く
頃

と
思
わ
れ
ま
す
。
例
会
も
蓮
の
花
よ
り
一
足
先
に
、
情
報

交
換
で
盛
り
上
が
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日 
時　

６
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
17
時

　

議 

題　

蓮
の
情
報
交
換
会

　

場 

所　

豊
島
区
立
勤
労
福
祉
会
館
４
階
第
３
会
議
室　

　
　
　
　

 

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
二 

‐ 

三
七 

‐ 

四

　
　
　
　

 

電 

話　

０
３ 
‐ 

３
９
８
０ 

‐ 

３
１
３
１

　

問
合
せ
は
事
務
局
ま
で   
０
３
‐
３
９
５
１
‐
５
６
３
０

『
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
』
の
原
稿
募
集

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
13
号
』
を
明
年
一
月
、
発
行
の
予
定
で

す
。
原
稿
締
切
り
は
九
月
末
日
で
厳
守
で
す
。
締
切
り
に

遅
れ
た
場
合
は
、
掲
載
出
来
な
い
こ
と
が
、
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。
書
式
は
縦
書
き
で
す
。
随
筆
、
創
作
、

観
蓮
記
、
研
究
な
ど
蓮
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
ら
内
容
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
独
創
的
な
も
の
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

一
人
一
ペ
ー
ジ
を
原
則
と
し
、
文
字
数
は
二
千
字
か
ら

二
千
五
百
字
で
す
。
二
ペ
ー
ジ
に
な
る
方
は
、
五
千
字
を
限

度
と
し
ま
す
。
写
真
、
図
版
を
な
る
べ
く
多
く
添
え
て
下
さ

い
。
写
真
の
選
択
は
編
集
部
に
お
任
せ
下
さ
い
。
原
稿
を

FD
、
MO
、
CD
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
等
に
収
め
提
出
さ
れ
る

方
は
、
文
章
上
の
設
定
、
編
集
を
せ
ず
、
TXT
フ
ァ
イ
ル
に

し
て
下
さ
い
。
画
像
は
解
像
度
３
０
０
DPI
以
上
で
PC
加
工

を
せ
ず
、
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
OS
で
、
読
み
込
み

可
能
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
形
式
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す

　

今
年
の
総
会
で
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
の
表
紙
に
用
い
る

写
真
を
、
会
員
か
ら
次
の
要
領
で
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
振
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

　

開
花
２
日
目
の
蓮
花
一
輪
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
花
托

新
会
員
紹
介
（
２
月
〜
４
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

城
山　

豊　

〒
五
二
四
‐
〇
〇
二
二

　

滋
賀
県
守
山
市
守
山 

＊
＊
＊
＊
＊

　

電 

話　

 

０
７
７
‐
５
１
４
‐
＊
＊
＊
＊

蓮
見
智
子　

〒
一
二
〇
‐
〇
〇
二
三

　

東
京
都
足
立
区
千
住
曙
町 

＊
＊
＊
＊
＊

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

 

０
３
‐
３
８
８
８
‐
＊
＊
＊
＊

豊
永
且
行　

〒
四
七
九
‐
〇
八
三
九

    

愛
知
県
常
滑
市
多
屋
町 

＊
＊
＊
＊
＊

　

電 

話　

 

０
５
６
９
‐
３
５
‐
＊
＊
＊
＊

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
６
９
‐
３
５
‐
＊
＊
＊
＊

内
藤
益
子　

〒
九
五
〇
‐
〇
八
六
一

　

新
潟
県
新
潟
市
東
区
中
山 

＊
＊
＊
＊
＊

　

電 

話　

 

０
２
５
‐
２
７
５
‐
＊
＊
＊
＊

熊
谷
恭
孝　

〒
〇
〇
一
‐
〇
九
四
三

　

秋
田
県
秋
田
市
土
崎
港
南 

＊
＊
＊
＊
＊

　

電 

話　

 

０
１
８
‐
８
４
５
‐
＊
＊
＊
＊

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
１
８
‐
８
４
５
‐
＊
＊
＊
＊

齋
藤　

清　

〒
一
七
六
‐
〇
〇
〇
二

　

東
京
都
練
馬
区
桜
台 

＊
＊
＊
＊
＊

　

電
話 

＆ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
３
‐
３
５
５
７
‐
＊
＊
＊
＊

　

E
-m
ail    ki-yo-saito@

jcom
.hom

e.ne.jp

中
国
・
第
二
十
二
回
花
蓮
展
の
参
加
者
募
集

　

今
年
の
花
蓮
展
と
シ
ン
ポ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
行
な

わ
れ
る
、
北
京
の
名
園
、
円
明
園
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

大
ま
か
な
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

６
月
23
日
（
月
）　

北
京
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト　

　
　

６
月
24
日
（
火
）　

開
会
式　

円
明
園　

　
　

６
月
25
日
（
水
）　

交
流　

観
蓮

　
　

６
月
26
日
（
木
）　

交
流　

総
括

　
　

６
月
27
日
（
金
）　

閉
会
式

　
　

６
月
28
日
（
土
）　

未
定

　
　

６
月
29
日
（
日
）　

帰
国

　

の
予
定
で
す
が
、詳
細
は
ま
だ
未
定
で
す
。
費
用
な
ど
は
、

事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
締
切
り
は
５
月
末
日
。

も
写
っ
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

バ
ッ
ク
の
ぼ
け
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
花
全
体
（
花
托
、
花

弁
の
条
線
等
）
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て
撮
影
し
て
下
さ
い
。

　

Ａ
４
サ
イ
ズ
で
印
刷
す
る
画
素
数
を
確
保
す
る
た
め
、
ポ

ジ
、
ネ
ガ
フ
イ
ル
ム
は
、
６
×
６
、６
×
９
を
等
プ
リ
ン
ト

の
場
合
に
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
の
も
の
を
ご
提
供
下
さ
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
画
像
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
場
合
に
は
、
５
０
０
Ｄ
Ｐ
Ｉ

以
上
の
Ｒ
Ａ
Ｗ
、
Ｔ
Ｅ
Ｆ
、
Ｂ
Ｍ
Ｐ
、
Ｊ
Ｐ
Ｇ
（
低
圧
縮
）

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
も
の
を
ご
用
意
下
さ
い
。

　

左
の
構
図
比
率
（
天
、
花
、
地
、
同
高
）
で
、
画
角
ト
リ

ミ
ン
グ
可
能
に
、
撮
影
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

い
か
な
る
画
像
処
理
も
し
な
い
で
下
さ
い
。
手
を
加
え

ら
れ
印
刷
用
に
処
理
不
能
な
ノ
イ
ズ
な
ど
が
発
生
し
て
い

る
と
、
採
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

　

応
募
戴
い
た
作
品
に
優
れ
た
作
品
が
無
い
場
合
に
は
、

他
か
ら
の
作
品
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

各
地
の
観
蓮
会
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

　

蓮
通
信
40
号
（
６
月
中
旬
発
行
予
定
）
で
、
今
年
も
全

国
で
行
な
わ
れ
ま
す
「
蓮
ま
つ
り
」、「
観
蓮
会
」
を
特
集

し
ま
す
。
会
員
の
お
宅
や
お
近
く
の
公
園
、
植
物
園
な
ど

で
蓮
ま
つ
り
や
観
蓮
会
の
予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
締
切
り
は
6
月
10
日
で
す
。

蓮
文
化
だ
よ
り
12
号
訂
正
個
所

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
12
号
』
19
頁
２
行
目
「
之
を
確
認
4

4

」
を

「
之
を
管
領
し

4

4

4

」
に
訂
正
し
て
下
さ
い
。
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「
い
や
今
は
、
お
面
の

虫
干
し
だ
け
で
…
」

と
歯
切
れ
が
悪
い
。

イ
ヌ
も
歩
け
ば
…
の

心
境
で
、
27
日
、
現

地
を
訪
れ
る
。

　

か
つ
て
十
念
寺（
消

失
）
の
あ
っ
た
敷
地

の
入
口
に
あ
る
石
碑

「
一
遍
上
人
初
会
道

場
」
が
、こ
こ
の
「
お

練
」の
歴
史
を
物
語
っ

て
い
る
。
か
つ
て
の

境
内
は
、
空
き
地
と

畑
と
な
り
、
小
さ
な

小
屋
が
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
集
会
場
、
１
つ
は
蔵
。
そ
の
蔵
か
ら
菩

薩
の
面
や
仏
具
、
掛
け
軸
な
ど
を
取
り
だ
し
、
集
会
場
の
祭
壇
に
広

げ
て
い
る
の
は
、保
存
会
の
長
老
た
ち
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
拝
見
す
る
。

　

祭
壇
に
は
、
赤
い
横
幕
が
か
か
り
、
中
央
に
は
釈
迦
の
立
像
と
、

坐
像
の
行
者
が
各
１
、
赤
い
布
の
う
え
に
は
菩
薩
の
面
25
、
そ
れ
に

鳥
の
面
な
ど
が
並
ぶ
。
白
象
菩
薩
や
地
蔵
菩
薩
の
面
な
ど
は
、
確
か

に
深
み
の
あ
る
表
情
で
、
鎌
倉
時
代
の
作
と
い
う
説
明
に
納
得
。
壁

に
は
、
遊
行
五
十
二
世
の
書
軸
や
来
迎
図
の
版
画
な
ど
。　

　

平
原
の
「
お
練
」
は
ど
う
や
ら
、
平
安
時
代
か
ら
の
浄
土
信
仰
と
、

一
遍
（
鎌
倉
時
代
）
の
お
ど
り
念
仏
が
合
体
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

そ
の
意
味
で
は
、
当
麻
寺
や
得
生
寺
と
は
異
な
る
。
か
つ
て
京
都
で

天
覧
の
栄
に
浴
し
（
十
七
世
紀
）、
近
く
は
国
立
劇
場
で
公
演
も
し
た

（
平
成
三
年
）
無
形
文
化
財
で
あ
る
が
、

　
「
人
口
が
減
り
、若
者
衆
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な
い
」「
資
金
面
で
…
」

（
長
老
談
）
と
い
う
の
が
現
況
の
よ
う
だ
。（
池
上
正
治
）

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
付
属

　
『
緑
地
植
物
実
験
所
』
の
存
続
を
求
め
る
署
名

　

大
賀
蓮
発
見
以
来
、
花
蓮
を
収
集
保
存
し
て
き
た
、
当
会
の
会
長
が

勤
務
す
る
、
花
蓮
の
メ
ッ
カ
、
緑
地
植
物
実
験
所
が
大
学
機
構
の
整
理

統
合
の
た
め
廃
止
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
維
持
を
求
め
て
地

元
の
町
内
自
治
会
で
存
続
の
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
も
こ
れ
に
協
力
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
署
名
活
動
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
同
封
用
紙
に
署
名
し
て
事
務
局
ま
で
返
送
下
さ
い
。

腎
、
胆
、
肝
、
脳
の
十
章
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
中
医
学
、
西
洋
医
学
、

医
薬
の
見
知
か
ら
追
求
し
て
い
る
。

　

本
書
の
最
終
章
の
「
脳
」
で
は
、
蓮
の
各
部
の
効
用
で
締
め
く
く
っ

て
い
る
。
ま
た
、
著
者
は
８
年
前
か
ら
地
元
の
小
学
校
で
、
蓮
の
栽
培

を
指
導
し
て
い
て
、
今
で
は
蓮
爺
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
と
も
記
す
。

浅
間
山
麓
の
「
お
練
」
は
休
止
中

　
　

―
―
 

小
諸
市
・
平
原
で
菩
薩
面
の
虫
干
し―
―

　

３
月
下
旬
の
北
辰（
長
野
県
北
部
）で
は
、風
が
ず
い
ぶ
ん
冷
た
い
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
ふ
と
見
上
げ
る
と
、
浅
間
山
は
六
合
目
あ
た

り
ま
で
真
っ
白
で
は
な
い
か
！

　

お
練
、
す
な
わ
ち
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
を
取
材
し
て
三
年
目
に
な

る
。
一
年
目
の
当
麻
寺
（
奈
良
県
）、二
年
目
の
得
生
寺
（
和
歌
山
県
）

の
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
誌
で
す
で
に
報
告
し
た
。

　

長
野
に
も
「
お
練
」
が
、
と
い
う
ネ
ッ
ト
情
報
は
（
例
に
よ
っ
て
）

超
・
不
確
実
な
も
の
だ
っ
た
。
取
材
の
勘
は
、
い
ち
お
う
商
売
道
具

だ
。
ご
縁
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
現
地
の
教
育
委
員
会
の
好
意
に
よ

り
、
平
原
地
区
に
あ
る
保
存
会
の
南
沢
会
長
と
電
話
が
通
じ
た
。　

会
費
納
入
の
お
願
い　

 
二
〇
〇
八
年
度
の
会
費
未
納
方
は
、
お
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

賛
助
会
員　

二
〇
、〇
〇
〇
円　

 

夫
婦
会
員　

八
、〇
〇
〇
円

　
　

一
般
会
員　
　

五
、〇
〇
〇
円

郵
便
振
替
番
号  
蓮
文
化
研
究
会  

０
０
１
７
０ 

‐ 

５ 

‐ 

６
０
８
７
０
８

美
薗
花
蓮
園
・
冨
永
整 

作
出
花
蓮
品
種
図
譜

　

浜
松
市
在
住
の
冨
永

整
会
員
は
、
内
外
の
蓮

の
品
種
を
約
三
五
〇
品

種
を
収
集
し
育
成
し
て

来
ま
し
た
。
今
で
は
約

９
０
０
鉢
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
蓮

か
ら
人
工
交
配
や
自
然

交
雑
で
出
来
た
蓮
の
実

か
ら
育
て
て
選
抜
し
た
、
新
品
種
一
六
〇
品
種
を
ま
と
め
た
、
冨
永

整
著
・
写
真
撮
影
の
作
品
集
『
美
薗
花
蓮
園
・
冨
永
整 

作
出
花
蓮
品

種
図
譜
』
が
５
月
下
旬
出
版
予
定
で
す
。

　

序
文
／
松
山
俊
太
郎
・
船
越
桂
市
・
鷹
森
和
弥　
　

　

蓮
の
歴
史
と
新
品
種
作
出
の
考
察
／
三
浦
功
大

　

版
型　

B5
判
（
２
５
７
×
１
８
２
）
98
頁
（
カ
ラ
ー
80
頁
）

池
上
正
治
著
『
中
国
四
千
年
の
自
力
強
壮
法
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

土
屋
書
店
刊　

八
百
円

　

自
分
の
体
を
自
己
点
検
で
き
る
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
古

代
医
学
（
中
医
学
）、
イ
ン
ド
古
代
医
学
（
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
）
の

研
究
者
で
あ
る
著
者
に
は
、
中
医
学
に
関
す
る
著
書
や
訳
書
は
多
数

あ
る
が
、
本
書
は
新
書
の
た
め
に
書
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
力

強
壮
と
は
、
自
分
を
良
く
深
く
理
解
し
、
古
来
の
知
恵
を
か
り
て
、

自
ら
を
壮
く
す
る
こ
と
、
と
解
く
。
肺
、
胃
、
腸
、
脾
、
心
、
膀
胱
、
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た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、
そ
れ
を
実
感
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

ハ
ス
の
繊
維
の
実
態
は
、
細
胞
の
壁
の
お
も
な
成
分
で
あ
る
セ
ル

ロ
ー
ス
で
す
。
そ
れ
は
ブ
ド
ウ
糖
が
鎖
状
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
、

糸
状
で
取
り
だ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
細
な
が
い
繊
維
細
胞
こ

そ
が
植
物
を
形
づ
く
り
、
弾
力
性
を
保
証
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ハ
ス
の
茎
で
は
、
維
管
束
（
い
か
ん
そ
く
）
に
繊
維
細
胞
が
集
中

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
取
り
だ
し
た
糸
を
つ
む
げ
ば
、
藕
絲
と
な

り
ま
す
。
古
来
、
そ
れ
は
手
作
業
で
行
な
わ
れ
、
ま
た
近
年
は
苛
性

ソ
ー
ダ
で
煮
る
こ
と
に
よ
り
、
貴
重
な
藕
絲
が
わ
ず
か
に
入
手
で
き

ま
し
た
。

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
９
号
』
40
頁
（
２
０
０
５
年
）
に
あ
る
よ
う
に
、

大
賀
藕
絲
館
（
町
田
市
）
の
梅
原
隆
館
長
（
会
員
）
ら
は
、
微
生
物

を
利
用
し
た
ハ
ス
繊
維
の
と
り
方
に
成
功
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
方

法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

か
の
有
名
な
「
当
麻
寺
の
曼
荼
羅
」（
藕
絲
織
？
）
の
こ
と
や
、
最

近
の
藕
絲
に
よ
る
製
品
の
こ
と
は
、以
下
の
項
に
ゆ
ず
り
ま
す
（
Ｇ
）。

　

０
３
５

　

藕
絲
な
い
し
蓮
絲
に
よ
る
製
品
は
？

  

藕
絲
す
な
わ
ち
蓮
絲
で
作
ら
れ
た
も
の
は
、
歴
史
的
に
は
、
有

名
な
「
当
麻
曼
荼
羅
」
な
ど
（
そ
の
実
際
は
、
次
項
で
）、
仏
教

に
関
係
し
た
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
日
本
に
お
け

る
蓮
文
化
の
一
面
を
示
し
て
い
ま
す
。

  

さ
て
現
在
の
こ
と
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
思
い

だ
す
の
が
、
大
賀
藕
絲
館
（
東
京
都
町
田
市
）
の
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
は
、縦
糸
に
絹
糸
を
、横
糸
に
蓮
糸
を
用
い
た
「
藕
絲
の
香
袋
」

ら
、
象
鼻
杯
の
名

4

4

4

4

4

が
あ
る
の
で
す
。

　

蓮
の
葉
の
茎
を
折
る
と
、
か
な
り
苦
い
、
白
い
液
が
出
ま
す
。

そ
れ
が
ア
ル
コ
ー
ル
に
溶
け
、
蓮
の
香
り
と
味
が
呼
吸
器
系
や
消

化
器
系
を
通
じ
て
、
一
瞬
の
う
ち
に
体
内
に
浸
透
す
る
、
そ
ん
な

気
が
し
ま
す
。
そ
の
心
地
は
ま
る
で
、
世
俗
に
い
な
が
ら
、
高
雅

な
世
界
へ
と
瞬
間
移
動
し
た
か
の
よ
う
で
す
。
こ
の
象
鼻
杯
に
は
、

疲
労
を
い
や
し
、雅
趣
に
富
ん
だ
爽
快
な
風
情
が
あ
り
ま
す
（
Ｔ
）。

　

０
３
４

　

藕
絲
と
い
う
の
は
何
か
？

　

そ
れ
は
文
字
ど
お
り
、藕（
レ
ン
コ
ン
）の
絲（
い
と
）の
こ
と
で
す
。

こ
の
「
蓮
の
Ｑ
＆
Ａ
」
Ｃ
グ
ル
ー
プ
０
２
７
（
蓮
通
信
で
は
、第
37
号
）

に
あ
る
よ
う
に
、
こ
と
蓮
に
関
し
て
は
、
日
本
語
は
中
国
語
に
く
ら

べ
る
と
ア
バ
ウ
ト
で
す
。
荷
な
い
し
蓮
が
ハ
ス
全
体
を
、
ハ
ス
の
花

は
荷
花
か
蓮
花
、
レ
ン
コ
ン
は
藕
と
、
明
ら
か
に
区
分
す
る
中
国
語

で
す
。

　

藕
絲
（
ぐ
う
し
）
は
、
食
卓
で
だ
れ
し
も
経
験
す
る
よ
う
に
、
レ

ン
コ
ン
か
ら
で
る
細
い
、
白
い
糸
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
「
関
係
が

つ
づ
く
」
こ
と
に
譬
え
ら
れ
て
、
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
は
、
日
本
も
中

国
も
同
じ
で
す
。

　

絲
は
も
と
も
と
、
絹
糸
の
こ
と
で
す
。
光
沢
を
も
つ
美
し
さ
が
あ

り
、
高
級
な
絹
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
の
は
、
ハ
ス
の
糸
の
名
誉
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
の
藕
絲
は
か
な
り
複
雑
で
す
。
藕
絲
の
別
名
に
、

蓮
絲
（
れ
ん
し
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
の
糸
（
す
な
わ
ち
繊
維
）

は
、
葉
の
茎
か
ら
も
、
花
の
茎
か
ら
も
取
れ
る
の
で
す
。
茎
を
折
っ

蓮
の
Ｑ
＆
Ａ

　

０
２
２

　

蓮
の
葉
で
、
象
鼻
杯
を
す
る
に
は
？

　

こ
の
象
鼻
杯
は
、
観
蓮
会
に
お
け
る
高
尚
で
、
優
雅
な
お
も
て

な
し
作
法
で
す
が
、
形
だ
け
の
方
法
が
流
布
し
て
い
て
、
気
が
か

り
で
す
（
第
三
者
が
蓮
の
葉
を
持
ち
、
当
事
者
は
吸
う
だ
け
）。

味
わ
い
深
い
象
鼻
杯
の
や
り
方
を
述
べ
ま
す
。

　

蓮
の
葉
を
、
腕
の
長
さ
く
ら
い
の
茎
を
つ
け
て
切
り
、
棘
を
除

く
た
め
、
茎
の
終
端
の
皮
を
４
、５
cm
程
剥
き
ま
す
。
も
し
茎
が

葉
の
手
前
で
60
〜
90
度
く
ら
い
曲
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

理
想
的
で
す
。

　

葉
の
中
心
部
（
う
ら
側
に
、
茎
の
あ
る
部
分
）
に
、
楊
枝
な
ど

で
２
〜
３
つ
穴
を
開
け
ま
す
。
手
の
ひ
ら
を
、
葉
の
う
ら
側
に
あ

て
、
茎
を
中
指
と
人
差
し
指
で
挟
み
ま
す
。
も
う
一
方
の
手
で
、

茎
の
端
を
持
ち
、
口
に
添
え
ま
す
。
そ
し
て
葉
の
う
え
に
、
酒
を

注
ぎ
ま
す
。

　

飲
み
方
は
、
葉
を
、
口
の
高
さ
よ
り
や
や
下
に
し
、
そ
れ
を
揺

ら
し
、
酒
を
玉
の
よ
う
に
転
が
し
ま
す
。
目
の
福
で
す
。
そ
れ
か

ら
静
か
に
吸
い
こ
み
ま
す
。
口
の
福
で
す
。
そ
の
動
作
が

4

4

4

4

4

あ
た
か

も
、
象
が
悠
然
と
鼻
か
ら
水
を
吸
い
こ
む
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
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拝
、
読
経
な
ど
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
簡
略
化
し
た
半
数
の
54
珠
、
３
分
１
の
36
珠
、
４
分

の
１
の
27
珠
、
六
分
の
一
の
18
珠
の
も
の
が
現
れ
、
最
近
で
は
、
珠
サ

イ
ズ
や
手
首
回
り
を
考
慮
し
、
適
当
な
珠
数
に
す
る
も
の
ま
で
様
々

作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
古
く
は
菩
提
樹
の
実
等
の
、
木
の
実
を
用
い

て
い
ま
し
た
が
、
水
晶
、
金
属
、
石
、
木
材
、
貝
殻
、
珊
瑚
、
琥
珀
、

真
珠
、
樹
脂
等
、
実じ
つ

に
様
々
な
素
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
し
た
蓮
実
は
、
径
10
㎜
〜
14
㎜
、
長
さ
18
㎜
〜
20
㎜
程
度
と
数

珠
玉
に
適
し
た
サ
イ
ズ
で
す
。
表
皮
の
厚
み
が
１
㎜
も
あ
り
、
非
常

に
固
く
、
穴
を
空
け
紐
通
し
す
る
と
素
朴
な
数
珠
に
な
り
ま
す
。

　

蓮
実
の
表
皮
は
肌き

め理
細こ
ま

か
く
滑
ら
か
で
、
鉱
物
に
は
な
い
温
も
り

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
皮
膚
感
覚
」
に
は
、
さ
す
が
、
二
千
年

も
の
歳
月
を
生
き
抜
く
（
大
賀
蓮
）
生
命
の
威
厳
が
あ
り
ま
す
。

　

実
の
加
工
は
、
ド
リ
ル
な
ど
で
縦
方
向
に
、
直
径
１
㎜
程
度
の
穴

を
空
け
れ
ば
済
み
ま
す
。
問
題
は
内
部
の
折
畳
ま
っ
た
芽
が
砕
け
、

穴
が
広
が
り
胚
乳
に
虫
食
い
が
起
こ
る
こ
と
で
す
。
数
珠
職
人
が
制

作
す
る
製
品
で
は
、
特
殊
な
刃
物
で
胚
乳
を
削
り
だ
し
、
膠
に
か
わ
を
充
填

す
る
な
ど
、
長
期
品
質
保
持
の
実
加
工
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

桧
や
丁
字
等
を
細
く
削
り
、
木
工
ボ
ン
ド
な
ど
で
穴
か
ら
実
の
内

部
に
接
着
し
て
や
る
と
、
長
期
に
渡
っ
て
防
虫
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

器
用
な
方
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ
い
（
Ｔ
）。

　

０
３
９

　

荷
葉
と
い
う
、
薫
物
が
あ
る
そ
う
で
す
が
？

　

薫
物
（
た
き
も
の
）
と
は
、
お
香
の
こ
と
で
す
。
左
（
次
頁
）
の

写
真
が
、
そ
の
荷
葉
（
か
よ
う
）
で
す
。
荷
葉
は
、
梅
花
（
ば
い
か
）

　

大
賀
博
士
が
藕
絲
織
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
を
調
査
し
た
結
果

や
、
布
目
順
郎
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
経
（
た
て
）
糸
、
緯
糸
と

も
絹
糸
の
も
の
と
、
経
糸
は
絹
糸
で
緯
糸
が
藕
絲
の
も
の
、
両
方

が
あ
り
ま
す
。
大
隈
重
信
侯
の
母
・
三
井
子
が
各
地
の
寺
院
に
奉

納
し
た
「
藕
絲
育
児
観
音
」
が
ま
だ
現
存
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
藕
絲
の
錦
織
だ
と
い
う
こ
と
で
す
（
右
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
藕
絲
で
曼
荼
羅
を
織
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
同
時
に
、
そ
れ
に
必
要
な
材
料
や
時
間
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
考
え
る
と
、
気
が
遠
く
な
り
そ
う
で
す
（
Ｋ
）。

　

０
３
８

　

数
珠
に
お
け
る
蓮
実
の
感
触
？

　

数
珠
は
穴
を
空
け
た
珠
を
撚
紐
に
通
し
た
、
多
く
は
仏
教
の
僧
侶
が

用
い
る
法
具
で
、
真
言
や
念
仏
を
唱
え
る
際
の
数
取
器
で
す
。（
カ
ト

リ
ッ
ク
の
祈
り
で
も
ロ
ザ
リ
オ
を
使
う
）
宗
派
に
よ
っ
て
は
、
法
要
の

時
に
導
師
が
擦
り
鳴
ら
す
音
を
耳
に
し
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

通
説
で
は
百
八
個
の
珠
が
、
煩
惱
の
数
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
教
学
的
に
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
す
。

　

我
が
国
に
於
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
に
念
仏
講
が
広
ま
る
と
一
般
大

衆
に
も
普
及
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
他
の
宗
派
の
信
徒
に
も
波
及
し
、

仏
を
礼
拝
す
る
際
、
故
人
を
偲
び
供
養
す
る
時
に
、
手
に
か
け
て
参

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
梅
原
館
長
が『
蓮
の
話
』１
号
に
寄
せ
た「
大

賀
藕
絲
館
」
に
よ
れ
ば
、
40
㎏
の
蓮
の
茎
か
ら
、
２
ｇ
し
か
蓮
糸

が
採
れ
な
い
と
あ
り
ま
す
。

　

藕
絲
を
紡
い
で
糸
に
す
る
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
気
の
遠
く
な

る
様
な
作
業
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
同
館
に
は
茄
糸
（
か
し
）
織

の
コ
ー
ス
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
大
賀
蓮
の
茎
か
ら
採
っ
た

繊
維
を
縦
糸
に
、
麻
を
横
糸
に
し
た
も
の
で
す
。

  

仏
教
の
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
、
蓮
の
布
製
品
が
あ
り
ま
す
。
イ

ン
レ
ー
湖
に
自
生
す
る
蓮
の
茎
か
ら
採
っ
た
蓮
絲
の
織
物
で
、
少

し
ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
感
触
で
す
。

  

蓮
の
原
産
地
を
自
任
す
る
イ
ン
ド
に
は
、
蓮
絲
の
シ
ョ
ー
ル
が

あ
り
、
東
京
で
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
絹
糸
を
縦
糸
に
、

ベ
ン
ガ
ル
産
の
蓮
の
茎
か
ら
と
っ
た
蓮
絲
を
横
糸
に
し
て
、
織
り

あ
げ
た
も
の
で
す
（
前
頁
）。

  

韓
国
の
ソ
ウ
ル
郊
外
で
は
近
年
、
地
元
の
蓮
の
茎
か
ら
と
っ
た

蓮
絲
を
用
い
て
、
シ
ョ
ー
ル
な
ど
を
織
り
あ
げ
、
お
土
産
と
し
て

売
っ
て
い
ま
す
。

  

日
本
で
は
、
２
０
０
２
年
、
新
潟
県
の
十
日
町
市
に
あ
る
織
物

問
屋
が
、
経た

て

糸
も
緯よ

こ

糸
も
藕
絲
に
よ
る
「
帯
」
を
つ
く
り
話
題
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
会
の
会
員
・
山
本
貢
氏
（
京
都
）
が

藕
絲
の
和
服
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
（
Ｋ
）。

　

０
３
６

　

藕
絲
で
、
曼
荼
羅
が
織
れ
る
か
？

　

こ
れ
は
か
な
り
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
す
。

　

か
の
有
名
な
国
宝
「
当
麻
曼
荼
羅
図
」
原
本
は
、
蓮
（
藕
）
絲

で
、
中
将
姫
が
一
夜
の
う
ち
に
織
り
あ
げ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
約
四
メ
ー
ト
ル
角
の
大
き
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
製
法
と
過
程
は
、
当
麻
寺
が
伝
え
る
「
中
将
姫
物
語
」
に

あ
る
も
の
と
し
て
、長
期
間
、親
し
ま
れ
、信
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
14
年
、
古
美
術
自
然
科
学
研
究
会
が
赤
外
線
写
真
、
Ｘ
線

撮
影
等
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
参
加
し
た
大
賀
一
郎
先
生

の
報
告
で
は
、「
絹
糸
の
綴
れ
織
で
あ
る
」
と
の
結
論
で
藕
絲
は

確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
存
す
る
最
古
の
藕
絲
織
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
北
九
州
市
小
倉
の
福
聚
寺
に
あ
る
「
藕
絲
織
霊
山
浄

土
図
」
で
す
。
寛
文
９
年
（
１
６
６
９
年
）
小
笠
原
忠
真
の
供
養

の
た
め
に
、
夫
人
が
奉
納
し
た
も
の
で
す
。
紺
色
の
絹
地
に
、
藕

絲
の
緯
（
よ
こ
）
糸
で
模
様
を
織
り
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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蓮
の
線
香
は
、
こ
の
匂
い
線
香
の
一
種
で
す
。
日
本
で
も
、
蓮
の

香
り
の
す
る
線
香
が
、
品
質
や
値
段
の
幅
を
も
ち
な
が
ら
、
も
っ
と

生
産
さ
れ
る
と
い
い
の
で
す
が
…
。

　

ち
な
み
に
線
香
は
、
燃
焼
が
安
定
し
て
い
る
た
め
、
時
間
の
目
や

す
と
も
な
り
ま
し
た
。
座
禅
を
す
る
場
合
や
、
か
つ
て
の
遊
郭
で
の

遊
び
時
間
は
、
１
本
の
線
香
が
燃
え
つ
き
る
間
、
一
炷
（
い
っ
し
ゅ
、

約
４
０
分
）
と
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
（
Ｇ
）。

　

０
４
１

　

蓮
の
香
水
が
あ
る
そ
う
で
す
が
？

　

あ
り
ま
す
。
蓮
の
花
の
香
気
成
分
を
科
学
的
的
に
分
析
す
る
と
、

い
わ
ゆ
る
香
り
は
、
品
種
に
よ
っ
て
微
妙
に
違
う
よ
う
で
す
。「
蓮

こ
の
香
り
を
衣
類
に
う
つ
せ
ば
、
そ
れ
は
衣
香
（
え
こ
う
）
で
す
。

　

こ
う
し
た
香
道
（
こ
う
ど
う
）
は
、
鑑
真
に
代
表
さ
れ
る
中
国

の
先
達
た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
奈
良
か
ら
平

安
に
か
け
て
、
宮
中
で
楽
し
ま
れ
な
が
ら
、
日
本
の
四
季
や
環
境

に
適
合
し
、
し
だ
い
に
日
本
人
の
微
妙
な
生
活
感
情
を
表
現
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
室
町
期
に
確
立
、
今
日
に
ま
で
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

視
覚
と
聴
覚
の
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
で
す
が
、
お
香
は
、
嗅
覚

の
芸
術
と
も
よ
ば
れ
ま
す
。
そ
の
材
料
は
自
然
の
も
の
で
、
繊
細
で

あ
り
な
が
ら
、
大
ら
か
な
優
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
情
緒
や

精
神
性
を
豊
か
に
し
て
く
れ
そ
う
で
、
期
待
が
も
て
ま
す
（
Ｋ
Ａ
）。

　

０
４
０

　

蓮
の
線
香
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
？

　

か
な
り
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
写
真
は
そ
の
一
部
で
、
上
の
２
つ

が
イ
ン
ド
産
、
下
が
フ
ラ
ン
ス
産
で
す
。
そ
の
評
判
は
、
価
格
と
も

関
係
す
る
の
で
す
が
、
上
は
や
や
化
学
的
香
り
が
し
、
下
は
か
な
り

自
然
な
蓮
の
香
り
で
、
下
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
好
評
で
し
た
。

　

直
径
わ
ず
か
１
〜
２
ミ
リ
、
文
字
ど
お
り
「
線
の
よ
う
」
に
細
い
、

線
香
で
す
。
そ
れ
に
点
火
す
る
と
、
白
な
い
し
紫
の
煙
が
た
ち
上
り
、

芳
香
が
漂
い
ま
す
。
五
感
の
う
ち
の
嗅
覚
と
視
覚
は
、
そ
れ
に
吸
い

よ
せ
ら
れ
、
精
神
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
始
め
ま
す
。

　

線
香
を
、
英
語
で
は incense 

、
中
国
語
で
は
線
（
条
）
香
と
い

い
ま
す
。
日
本
の
線
香
の
源
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
で
す
が
、
一
般

に
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
で
い
ま
も
用
い
ら
れ
て
い
る
竹
ひ
ご
線
香
が

有
力
で
す
。
そ
れ
は
細
く
け
ず
っ
た
竹
に
、
線
香
の
生
地
を
ぬ
り
、

乾
か
し
た
も
の
で
す
。

　

線
香
の
生
地
（
き
じ
）
は
、
そ
の
用
途
に
よ
り
大
き
く
２
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
杉
の
葉
を
乾
燥
さ
せ
、
粉
末
に
し
、
の
り
を
加
え
て

練
り
、
線
状
に
成
形
し
た
後
、
乾
燥
し
ま
す
。
こ
れ
が
杉
線
香
で
、

お
盆
の
墓
参
り
に
は
必
需
品
で
す
。
栃
木
県
日
光
市
は
杉
線
香
の
生

産
で
は
日
本
一
で
す
。

　

２
つ
め
は
、
匂
い
線
香
。
こ
ち
ら
の
主
原
料
は
椨
（
タ
ブ
）
の
樹

皮
で
す
。
タ
ブ
は
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
樹
で
、
温
暖
な
地
方
の
海
岸

に
自
生
し
、
高
さ
十
数
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
幹
は
建
材
や
家
具

に
、葉
や
樹
皮
は
黄
八
丈
の
染
料
に
。そ
の
タ
ブ
の
樹
皮
を
粉
末
に
し
、

白
檀
や
伽
羅
（
き
ゃ
ら
）
な
ど
香
木
の
粉
末
、
炭
の
粉
な
ど
を
加
え

て
練
り
、
成
形
・
乾
燥
さ
せ
た
も
の
が
、
匂
い
線
香
で
す
。
日
本
の

匂
い
線
香
の
７
割
は
、
兵
庫
県
の
淡
路
市
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
菊
花
（
き
く
か
）
な
ど
と
と
も
に
六
種
（
む
く
さ
）
の
薫
物
（
た

き
も
の
）
に
数
え
ら
れ
る
名
香
で
す
。
ち
な
み
に
梅
花
は
春
、
荷

葉
は
夏
、
菊
花
は
秋
、
の
お
香
で
す
。

　

千
年
紀
の
『
源
氏
物
語
』
が
よ
く
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
「
梅
枝
」
の
巻
で
は
、
花
散
里
（
は
な
ち
る
さ
と
）
が
荷
葉
を

調
合
す
れ
ば
、「
し
め
や
か
な
る
香
し
て
、
あ
は
れ
に
、
な
つ
か

し
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
荷
葉
の
成
分
で
す
が
、12
世
紀
の
『
薫
集
類
抄
』
に
よ
れ
ば
、

沈
香
（
じ
ん
こ
う
、樹
脂
）
が
半
分
以
上
で
、白
檀
（
び
ゃ
く
だ
ん
、

幹
）、丁
子
（
ち
ょ
う
じ
、花
）、甘
松
香
（
か
ん
し
ょ
う
こ
う
、根
）、

霍
香
（
か
く
こ
う
、
葉
）
な
ど
で
す
。

　

楽
し
み
方
は
こ
う
で
す
。
荷
葉
を
、
蜜
な
ど
で
練
り
あ
わ
せ
、
0.7

ミ
リ
大
の
粒
に
し
ま
す
。
そ
れ
を
、
火
取
母
（
か
と
り
も
、
香
炉
）

に
置
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
香
炉
の
灰
は
香
炭
団
で
暖
め
て
お
き
ま

す
。
待
つ
こ
と
し
ば
し
、
室
内
に
は
、
清
楚
か
つ
清
涼
感
の
あ
る
荷

葉
の
芳
香
が
漂
い
ま
す
。
こ
れ
が
空
薫
物
（
そ
ら
だ
き
も
の
）
で
す
。
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たLotus Blossam

は
、Strayhorn

の
追
悼
版
「
… and his 
m
other called him

 billy D
uke Ellington

」に
入
っ
て
い
ま
す
。

  

上
記
２
曲
は
演
奏
の
み
で
す
が
、
２
０
０
４
年
に
発
売
さ
れ
た

「K
etty

‐K
m
eets Ray Bryant 

蓮 H
A
SU

」
に
は
、
名
ピ
ア
ニ

ス
トRay Bryant

の
演
奏
で
、
日
本
人
歌
手
のK

etty

‐K

が
、

自
身
で
作
詞
・
作
曲
し
た Lotus Blossam

（
蓮
の
名
前
に
な
っ

た
母
）
を
歌
っ
て
い
ま
す
（
Ｚ
）。

　

０
４
３

　

交
響
楽
で
、
蓮
を
た
の
し
め
る
か
？

　

本
格
的
に
楽
し
め
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｇ
・
マ
ー
ラ
ー
の
「
大
地

の
歌
」
が
そ
れ
で
す
。
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
知
っ
て
い
て
も
、

心
し
て
聴
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
図
書
館
へ
。

板
橋
区
立
（
中
央
）
図
書
館
に
、
カ
セ
ッ
ト
の
「
大
地
の
歌
」
が

れ
用
い
た
オ
ー
ド
ト
ワ
レ
「
ロ
ー
パ
ケ
ン
ゾ
ー
プ
ー
ル
オ
ム
」
や
、「
ジ

バ
ン
シ
ー
」「
シ
ョ
パ
ー
ル
」な
ど
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
ロ
ー

タ
ス
フ
ラ
ワ
ー
・
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
の
入
っ
た
製
品
で
す
（
Ｚ
）。

　

０
４
２

　

聴
覚
で
、
蓮
を
楽
し
め
る
か
？

  

楽
し
め
ま
す
、
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
な
か
に
蓮
の
花
が
あ
る
か
ら
で
す
。

モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
と
蓮
の
花
は
、
な
か
な
か
結
び
つ
か
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、「
蓮
の
花
」
の
曲
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
が
生
ま
れ

た
ア
メ
リ
カ
に
は
、
太
古
よ
り
蓮
の
花
の
原
種
の
一
つ
で
あ
る
、
黄

色
の
蓮　

N
elum

bo lutea 

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
野
生
種
は
今
も
ア

メ
リ
カ
の
各
地
で
咲
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
や

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
は
蓮
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
のK
enny D

orham
(

１
９
３
７
〜
７
２
）が
、

１
９
５
０
年
代
に
作
曲
し
たLotus Blossam

で
す
。
１
９
５
９

年
の
録
音
がK
enny

の
ア
ル
バ
ム
「Q

uiet K
enny

静
か
な
る
ケ

ニ
ー
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。K

enny

の
暖
か
み
の
あ
る
演
奏
は
、

日
本
人
に
好
ま
れ
、
多
く
の
Ｃ
Ｄ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

D
uke Ellington and H

is O
rchestra 

の
編
曲
を
25
年
担
当

し
た
、
作
曲
家
の Billy Strayhorn

（
１
９
１
５
〜
６
７
）
に

も
、 Lotus Blossam

 

が
あ
り
ま
す
。
１
９
６
７
年
に
録
音
さ
れ

の
香
り
の
正
体
」
に
つ
い
て
は
、「
蓮
の
Ｑ
＆
Ａ
」
12 

や
、「
蓮
通
信
」

35
号
３
頁
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

蓮
の
香
り
は
、
相
対
的
に
甘
さ
の
中
に
少
し
薬
く
さ
さ
の
あ
る
、

フ
ェ
ノ
ー
ル
系
の
清
々
し
い
香
り
で
、
蓮
の
神
秘
的
な
香
り
を
特
徴

づ
け
る
成
分
で
す
。
こ
の
成
分
は
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
、

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
、
桜
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
蓮
ほ
ど
多
く

は
な
い
そ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
分
析
し
た
数
値
を
基
に
し
て
、
人

工
香
料
を
調
合
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
匂
い
も
造
れ
る
そ
う
で
す
。

　

蓮
の
香
水
と
さ
れ
る
も
の
は
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
で
は
な

く
、
溶
媒
で
抽
出
し
た
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
茶
色
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
肌
に
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
他
の
も
の
と
混
ぜ
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
蓮100

％Pure

と
か
、Essential oil

と
謳
っ
た
、

イ
ン
ド
産
や
イ
ギ
リ
ス
産
の
香
水
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
内
容
や
使
用
法
に
は
注
意
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
。

　

２
０
０
７
年
、
東
京
大
学
は
創
立
１
３
０
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

東
京
大
学
グ
ッ
ズ
を
売
り
出
し
ま
し
た
。
焼
酎
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
と
共
に
、
蓮
の
香
水
「
蓮
香　

REN
K
A

」（ 2,100

）
を
、
資
生

堂
と
共
同
開
発
し
て
販
売
、
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た

　

ま
た
、
女
性
用
に
は
蓮
の
花
を
、
男
性
用
に
は
蓮
の
葉
を
、
そ
れ
ぞ

\
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０
４
７

　

蓮
の
花
と
人
形
、
関
係
あ
り
ま
す
か
？

　

大
い
に
、
あ
り
ま
す
。
蓮
の
花
と
人
形
の
結
び
つ
き
の
最
古
は
、

紀
元
前
５
〜
６
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ

ン
な
ど
で
出
土
し
た
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
人
形
の
髪
を
飾
っ
て
い
る
の

は
、
ま
さ
に
蓮
の
花
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

こ
れ
ら
の
テ
ラ

コ
ッ
タ
人
形
は
、
大
地
の
地
母
神
の
像
（
蓮
女
神
像
）
で
あ
り
、
蓮

の
花
飾
り
を
つ
け
た
女
性
像
な
の
で
す
。

　

当
時
の
農
耕
社
会
に
お
い
て
、
大
地
こ
そ
が
五
穀
を
生
産
す
る

「
母
」
で
し
た
。
イ
ン
ド
の
古
代
人
は
、
蓮
の
花
を
豊
饒
、
生
産
、

多
産
の
神
と
し
て
神
聖
化
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
母
な
る
大
地
に
、

蓮
の
女
神
の
像
を
捧
げ
て
、
祈
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

日
本
に
も
、
中
国
に
も
、
蓮
の
花
を
持
っ
た
り
、
蓮
の
葉
を
手
に

し
た
人
形
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
素
朴
さ
ゆ
え
に
、
見
る
人
の
心
を
な

ご
ま
せ
ま
す
。

　

露
は
涙
に
似
て　

時
は
逝
き
人
は
流
れ　

ビ
ル
は
空
に
向
か
い

　

伝
え
い
く
心
忘
れ
て
…　

こ
の
花
の
う
す
紅
の
意
味　

歌
う
風

　

に
な
り
た
い
…

　

こ
の
「
蓮
花
」
を
聞
い
て
い
る
と
、
そ
の
や
さ
し
く
力
強
い
歌

声
が
、
聞
く
も
の
の
心
を
包
み
、
揺
り
動
か
す
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。「
蓮
花
」
の
ブ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
が
２
０
０
５
年

に
作
ら
れ
た
の
は
、
東
京
大
空
襲
（
昭
和
２
０
年
３
月
１
０
日
）

の
犠
牲
者
を
弔
い
、
そ
の
惨
状
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

上
野
の
杜
に
、海
老
名
香
葉
子
が
発
願
者
と
な
り
、慰
霊
碑
「
哀

し
み
の
東
京
大
空
襲
」
と
、
母
子
像
「
時
忘
れ
じ
の
塔
」
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｄ
「
蓮
花
」
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
は
、
こ
の
母
子

像
が
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
「
蓮
花
」
は
、「
あ
し
た
元
気
に
な
〜
れ
！ 

半
分
の

さ
つ
ま
い
も
」
と
い
う
ア
ニ
メ
映
画
の
主
題
歌
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
の
原
作
は
や
は
り
海
老
名
香
葉
子
で
す
。
作
中
の
主
人
公

か
よ
子
は
、
東
京
大
空
襲
で
６
人
の
家
族
を
失
い
ま
す
が
、
生
き

残
っ
た
兄
と
と
も
に
明
る
く
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
き
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
製
作
委
員
会
の
HP
を
、
ど
う
ぞ
。

　

歌
っ
て
い
る
林
明
日
香
は
18
歳
（
１
９
８
９
年
生
れ
。
大
阪
。

13
歳
で
デ
ビ
ュ
ー
）
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
す
。
す
で

に
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
谷
村
新
司
も
「
心
に
響
く
歌
」
と
絶

賛
し
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
も
同
感
で
す
（
Ｏ
）。

４
種
類
も
あ
っ
て
仰
天
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
指
揮
、
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
の
も
の
を
借

り
て
、
家
で
何
度
も
聴
き
ま
し
た
。
約
１
時
間
、
歌
詞
が
ド
イ
ツ

語
の
交
響
楽
を
こ
ん
な
に
聴
く
の
は
、
た
ぶ
ん
最
初
で
最
後
で

し
ょ
う
。

　

作
曲
は
１
９
０
８
年
（
明
治
41
）、
マ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
は
第

９
番
目
の
交
響
楽
で
す
。
計
６
つ
の
楽
章
か
ら
成
り
ま
す
。
１
章

（
大
地
の
悲
哀 

…
）、
２
章
（
秋
に
寂
し 

…
）
な
ど
は
、
そ
の
楽

章
名
の
よ
う
に
、
や
や
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
、
倦
怠
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

　

ユ
ン
ゲ 

メ
ー
テ
ィ
ヘ
ン 

プ
リ
ュ
ッ
ケ
ン 
…

と
バ
リ
ト
ン
独
唱
で
は
じ
ま
る
４
章
「
美
に
つ
い
て
」
で
は
、
一

変
し
ま
す
。
そ
れ
は
蓮
の
花
を
つ
む
乙
女
と
、
駿
馬
に
ま
た
が
る

若
者
と
を
、
美
し
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の

歌
詞
が
じ
つ
は
、
李
白
の
「
採
蓮
曲
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
と

知
っ
て
驚
く
の
は
、
小
生
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

若
耶
谿
（
じ
ゃ
く
や
け
い
）
の
傍
（
か
た
わ
ら
）
で

　

蓮
を
採
る
女　

笑
い
な
が
ら
荷
（
蓮
）
を
隔
て
て

　

人
と
と
も
に
語
ら
う 

…　

　

岸
の
上
に
は
誰
か
の
家
の
遊
冶
郎
（
ゆ
う
や
ろ
う
）
…

　

８
世
紀
の
李
白
の
詩
が
、20
世
紀
の
初
頭
、訳
詩
集
『
中
国
の
笛
』

（
ベ
ー
ト
ゲ
）
に
採
ら
れ
、
ド
イ
ツ
で
愛
読
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

マ
ー
ラ
ー
も
そ
れ
を
読
み
、
感
動
し
た
結
果
が
「
大
地
の
歌
」
と

な
っ
た
の
で
す
。
じ
つ
に
壮
大
か
つ
華
麗
な
文
化
交
流
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
！

　

図
書
館
の
カ
セ
ッ
ト
だ
け
で
は
満
足
で
き
ず
、
美
し
い
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
（
写
真
）
の 

Ｃ
Ｄ
（
こ
れ
も
種
類
も
あ
り
）
を
買
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
（
Ｇ
）。

　

０
４
４

　

日
本
に
も
「
聴
覚
の
蓮
」
は
あ
る
か
？

　

あ
り
ま
す
。
外
国
の
ジ
ャ
ズ
や
交
響
楽
だ
け
で
な
く
、
日
本
に

も
蓮
の
花
を
テ
ー
マ
と
し
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
楽
曲
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
蓮
花
」
が
そ
れ
で
す
。

　

作
詞
は
海
老
名
香
葉
子
、
作
曲
は
谷
村
新
司
で
、
林
明
日
香
が

歌
っ
て
い
ま
す
。

　

蓮
華
の
花
が
開
い
た　

思
い
溢
れ
て　

う
す
紅
の
花
が
開
い
た
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で
す
。
そ
う
で
す
、
大
人
の
味
な
の
で
す
。
こ
の
苦
味
は
、
蓮
の

実
の
な
か
に
あ
る
蓮
心
（
れ
ん
し
ん
、
芽
と
な
る
部
分
）
の
味
で

す
。
も
と
は
緑
色
を
し
て
い
て
、
目
が
さ
め
る
ほ
ど
の
苦
味
が
あ

り
、
漢
方
薬
に
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

日
本
製
で
は
、
銀
座
の
鈴
屋
や
、
埼
玉
県
行
田
の
十
万
石
の
も

の
が
、
美
味
し
い
で
す
。
蓮
の
実
の
甘
納
豆
な
ら
で
は
の
味
が
し
、

形
が
よ
く
、
こ
わ
れ
も
少
な
い
か
ら
で
す
。
売
場
の
人
に
聞
い
た

こ
と
で
す
が
、「
材
料
の
蓮
の
実
は
中
国
産
」
と
か
。
製
品
で
も

最
近
は
、
台
湾
な
ど
外
国
産
が
か
な
り
ハ
バ
を
き
か
せ
て
い
ま
す
。

蓮
の
実
に
は
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
脳
を
よ
く
す
る
作
用
が

あ
る
と
か
。
そ
れ
に
甘
い
味
は
、
五
臓
六
腑
の
胃
や
脾
に
い
い
と

か
…
。
そ
ん
な
難
し
い
こ
と
は
と
も
か
く
、
蓮
の
実
の
甘
納
豆
は

美
味
し
い
の
で
す
（
Ｅ
）。

も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｚ
）。

　

０
５
０

　

蓮
の
実
の
甘
納
豆
っ
て
、
美
味
し
い
？

　
と
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
よ
（
甘
党
に
は
、
う
れ
し
い
Ｑ
＆
Ａ

で
す
！
）。
写
真
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
見
に
は
、
小
さ
な
栗
か
、

大
き
め
の
大
豆
、
そ
の
甘
納
豆
の
よ
う
で
す
。
で
も
じ
つ
は
、
蓮

の
実
で
つ
く
っ
た
甘
納
豆
な
の
で
す
。

　

マ
メ
じ
ゃ
な
い
の
に
、
甘
納
豆
と
は
お
か
し
い
？　

そ
う
思
う

の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
い
い
名
前
が
な
い
の
で
す
。「
甘
納
糖
」

と
し
て
い
る
お
店
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
あ
っ

た
ら
、
ど
う
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
味
や
口
あ
た
り
は
、
１
点
を
除
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
甘
納
豆

と
同
じ
で
す
。
１
点
と
い
う
の
は
、
わ
ず
か
に
苦
味
が
あ
る
こ
と

　

現
在
の
日
本
に
、
蓮
の
花
と
正
面
か
ら
対
峙
し
て
人
形
を
制
作
し

て
い
る
作
家
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
当
会
の
理
事
で
あ
る
木
暮
照
子

さ
ん
で
す
。
木
暮
さ
ん
は
、
古
代
蓮
で
知
ら
れ
て
い
る
行
田
市
に
住

み
、
蓮
の
花
と
と
も
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
な
り
、
蓮
の
葉
が
水
面
に
顔
を
出
す
こ
ろ
か
ら
、
彼
女
の
観

察
が
始
ま
り
ま
す
。
や
が
て
立
葉
が
成
長
す
る
と
、
蕾
が
出
て
き
て
、

20
日
ほ
ど
す
る
と
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
が
散
る
と
、
ま
も

な
く
果
托
に
な
り
、
葉
が
枯
れ
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
、

蓮
の
花
を
観
察
し
て
人
形
制
作
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

誰
よ
り
も
行
田
蓮
を
観
察
し
、
そ
の
観
察
眼
か
ら
生
ま
れ
る
塑
像

の
蓮
人
形
は
、
清
楚
で
凛
と
し
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
艶
容
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
蓮
の
人
形
を
産
み
つ
づ
け
る
木
暮
照
子
さ
ん

は
、
日
展
や
新
日
本
工
芸
展
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
代
表
作
を
収

め
た
写
真
集
『
蓮
・
心
・
形
』（
２
０
０
６
年
）
が
あ
り
ま
す
（ 

Ｚ
）。

　

０
４
８

　

蓮
の
提
灯
が
あ
る
そ
う
で
す
が
？

　

あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
提
灯
（
ち
ょ
う
ち
ん
）
は
、
照
明
器
具

の
一
種
で
す
。
そ
の
用
途
に
よ
っ
て
、
小
田
原
提
灯
、
道
中
提
灯
、

盆
提
灯
、
高
張
提
灯
、
弓
張
提
灯
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
提
灯
に
は
、
無
印
の
も
の
は
な
く
、
家
紋
、
家
名
、

屋
号
な
ど
が
描
か
れ
、
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

  

提
灯
を
最
初
に
記
録
し
た
の
は
『
朝
野
群
載
』（
１
０
８
５
年
）

と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
寺
院
や
上
流
階
級

の
者
が
儀
式
や
祭
礼
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

現
在
よ
く
見
ら
れ
る
蓮
文
様
の
提
灯
は
、
以
下
の
よ
う
に
２
種

類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
１
は
、
提
灯
に
蓮
文
様
を
描
い
た
も
の
で
す
。
主
な
も
の

と
し
て
は
、
お
盆
の
と
き
に
仏
に
飾
る
盆
提
灯
や
、
灯
籠
流
し
に

用
い
る
灯
籠
で
す
。
ど
ち
ら
に
も
、
蓮
の
花
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
紋
と
し
て
の
蓮
の
花
を
描
き
、
飾
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
２
は
、
提
灯
そ
の
も
の
が
蓮
の
形
を
し
た
も
の
で
す
。
日

本
で
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
中
国
や
台
湾
、
韓
国
で
は
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
１
９
２
０
年
代
の
中
国
で
、
お
盆
の
行
事
を
描

い
た
図
譜
で
は
、
蓮
の
花
の
形
を
し
た
提
灯
や
、
蓮
の
葉
に
ロ
ウ

ソ
ク
を
立
て
て
、
街
を
行
列
し
て
い
ま
す
。
中
国
、
台
湾
、
韓
国

の
蓮
の
花
の
提
灯
は
、
形
や
色
が
じ
つ
に
多
彩
で
す
。

  

中
国
や
台
湾
で
は
、
蓮
の
花
の
提
灯
を
描
い
た
切
手
が
、
何
種


